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東京医科大学医学会幹事会要旨（平成 28年 1月）
報告事項
1.　庶務報告
　1）　総会開催予定
　　①　第 177回　平成 28年 6月 4日（土）予定
当番分野 : 人体構造学、眼科学
受賞講演 : 医学会奨励賞（予定）
特別講演 : 井上　　猛　主任教授（精神医学）
特別講演 : 鈴木　修司　主任教授（消化器外科学）
一般演題 :  ポスター発表 : 一般・医学部学生・大
学院生・専攻生
国際留学学生報告 :（予定）
募集期間 : 平成 28年 2月 17日～ 3月 18日（予定）
　　②　第 178回　平成 28年 11月 5日（土）予定
当番分野 : 人体病理学、皮膚科学
　　③　第 179回　平成 29年 6月 3日（土）予定
当番分野 : 微生物学、放射線医学
　　④　第 180回　平成 29年 11月 4日（土）予定
当番分野 : 生化学、高齢総合医学
2.　編集報告
　1）　巻頭言 : 74巻 1号～ 74巻 3号
　2）　編集状況報告
　　　①　73巻 4号 : 1月末発行予定
　　　②　74巻 1号 : 校正中
　　　③　74巻 2号 : 投稿募集中
　　　④　74巻 3号 : 投稿募集中
3.　臨床懇話会報告
〈開催報告〉
　　第 453回（27.11.16）　茨城 : 泌尿器科
 黒田　　功　准教授
　　第 454回（27.12.15）　呼吸器内科学
 中山　秀章　准教授
〈開催予定〉
　　第 455回（28.1.19） 　消化器・小児外科学
 　永川　裕一　講師
　　第 456回（28.2.17）　 腎臓内科学 長岡　由女　准教授
　　第 457回（27.4未定）　呼吸器・甲状腺外科学（予定）
4.　医学会奨励賞審査状況報告
＊「医学会奨励賞」は、11月 7日に開催された第 176回医学
会総会ポスター発表（54題）の中から各セッションの座長
14名が審査した結果、13題の推薦があった。
＊医学会奨励賞の審査状況において、選考委員により受賞
者 3名が選出された旨、報告があった。
5.　その他
　1）　平成 28年度会議予定
＊会議日程の説明があった。
審議事項
1.　「2015年業績目録集」の作成について
 　 ＊作成依頼の内容について承認された。
東京医科大学医学会幹事会要旨（平成 28年 3月）
報告事項
1.　庶務報告
　1）　総会開催予定
　　①　第 177回　平成 28年 6月 4日（土）予定
当番分野 : 人体構造学、眼科学
受賞講演 : 医学会奨励賞（3題予定）
　　　　　　森地　振一郎（小児科学）、
　　　　　　山田　侑子（分子病理学）、
　　　　　　 荒谷　聡子（医学総合研究所、医師・
学生・研究者支援センター）
特別講演 : 井上　　猛　主任教授（精神医学）
特別講演 : 鈴木　修司　主任教授（消化器外科学）
一般演題 :  ポスター発表 : 一般・医学部学生・大
学院生・専攻生・研究生（予定）
国際留学学生報告 :（予定）
募集期間 : 平成 28年 2月 17日～ 3月 18日
　　②　第 178回　平成 28年 11月 5日（土）予定
　　　　当番分野 : 人体病理学、皮膚科学
　　③　第 179回　平成 29年 6月 3日（土）予定
　　　　当番分野 : 微生物学、放射線医学
　　④　第 180回　平成 29年 11月 4日（土）予定
　　　　当番分野 : 生化学、高齢総合医学
2.　編集報告
　1）　巻頭言 : 74巻 1号～ 74巻 4号
　2）　編集状況報告
　　　①　74巻 1号 : 3月末発行予定
　　　②　74巻 2号 : 校正中
　　　③　74巻 3号 : 投稿募集中
　　　④　74巻 4号 : 投稿募集中
3.　臨床懇話会報告
　〈開催報告〉
　　第 455回（28.1.19）　消化器・小児外科学
 永川　裕一　講師
　　第 456回（28.2.17）　腎臓内科学　長岡　由女　准教授
　〈開催予定〉
　　第 457回（28.4.21）　呼吸器・甲状腺外科学
 大平　達夫　教授
　　第 458回（28.5未定）　救急・災害医学（予定）
　　第 459回（28.6未定）　血液内科学（予定）
4.　医学会奨励賞審査報告
 ＊選考委員会において審査し、上位 3名を受賞者とした。
 医学会奨励賞受賞者 :
 森地　振一郎（小児科学）、山田　侑子（分子病理学）、
荒谷　聡子（医学総合研究所、医師・学生・研究者支援
センター）
審議事項
1. 評議員および幹事委員等の委嘱について、平成 28・29
年度医学会評議員および幹事役員・委員が選出された旨
説明があり承認された。
2. 第 456回臨床懇話会を茨城医療センター・八王子医療セ
ンターに中継したことについて報告を行い、今後の継続
については、法人としてのシステム・設備の購入を待つ
こととなった。
以上の議題について審議され、すべての案件は承認された。
